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T-cell surface glycoprotein CD1b (CD antigen CD1b)
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、膜貫通糖タンパク質のCD1ファミリーのメンバーをコードします。CD1ファミリーは構造的に主要組織適合遺伝子複合体（MHC）タンパク質と関連し、β2ミクログロブリンとヘテロ二量体を形成します。CD1タンパク質は、主に自己または微生物由来の脂質抗原および糖脂質抗原をT細胞に提示する役割を果たします。ヒトゲノムには、1番染色体上にクラスター状に配列した5つのCD1ファミリー遺伝子が含まれています。CD1ファミリーのメンバーは、細胞内局在および特定の脂質リガンドに対する特異性が異なると考えられています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞質末端のチロシンをベースとしたモチーフを介して後期エンドソームおよびリソソームに局在し、脂質抗原との結合には小胞の酸性化を必要とします。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：自己および非自己の脂質・糖脂質抗原に結合し、ナチュラルキラーT細胞上のT細胞受容体に提示する抗原提示タンパク質。,その他：タンパク質合成および成熟過程において、CD1ファミリーのメンバーは内因性脂質に結合します。タンパク質は内在化され、エンドソームまたはリソソームを通過した後、細胞表面へ再び輸送されます。サポシンCとの相互作用は、細菌性脂質抗原をリソソーム内のCD1Bにロードするために必要です。,類似性：1つのIg様（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,細胞内局在：細胞膜、エンドソーム、リソソーム間の細胞内輸送の対象となります。細胞表面脂質ラフトに局在する。,サブユニット：B2M（β2ミクログロブリン）とのヘテロ二量体。サポシンCと相互作用する。,組織特異性：皮質胸腺細胞、特定のT細胞性白血病細胞、その他様々な組織に発現する。,
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	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された

